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研究成果の概要： 
中高齢者の一般的特性として，視力，聴力，持久力，敏捷性，柔軟性等の体力および感

覚機能の低下がある．しかし，根気と熟練による器用さが備わっている．すなわち識別能

力や瞬時判断力の低下等の問題はあるが，勘やコツ，蓄積された知識や経験に基づいた総

合判断力に勝っているといわれている．高齢者の特徴を生かし，ネットワークソフト

のアパッチとトムキャットの連携により高齢者の知識獲得ネットワークシステ

ム（サーバーアンドクライアント）システムを構築し，高齢者の知識を獲得する

システムを構築した．生産システムと加齢工学との関係を明らかにし，生産シス

テムのアジリティを向上させている．  
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研究分野：工学 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 我国は高齢社会に急速に突入し，加齢工
学が注目されている． 
(2) この社会での高齢者の雇用促進が問題
になっている． 
(3)高齢者の立場では，経験と知識をもって
いるが，それが職場で十分生かすことができ
ない． 
 

２．研究の目的 
(1)高齢者対応型生産システムを構築する 
(2)高齢者の豊富な経験と知識を獲得し，その
知識を共有するシステムを構築する 
(3)高齢者でも容易に対応できる知識獲得シ
ステムを構築する. 
3. 研究の方法 
(1)高齢者でも対話型で使用可能なシステム
サーバーアンドクライアントシステムとデ



ータベースを構築する． 
(2)ネットワークによる中小企業間での協同
システムを構築し，アジャイル生産システム
を構築する． 
 
４．研究成果 
(1)ウエブアプリケーを応用したカスプ面解
析は統計的な応答曲面モデルであり，カタス
ロフィ理論のカスプモデルを基礎にして提
案された.また，カスプ面解析の視覚認識へ
の応用はスタンドアロンの PC で行われてい
た．本研究ではカスプ面解析プログラムの有
効性を調べるために，図 1のように Web サー
バーを用いたカスプ面解析システム構築し
ている．カスプ面解析が Web サーバー上で動
作することによって，クライアントは解析プ
ログラムや，システム環境等を準備する必要
がなく，簡単にカスプ面解析プログラムを利
用することが可能である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 カスプ面解析システム 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 あいまい図 
 

また，図 2 に一部を示しているが、315 種類
のあいまい図（Fisher のあいまい男性/女性
図）を用いて人間の視覚認識の特徴を調べて
いる．あいまい図は Attneave が Fisher の図
を用いて連続的な 8 種類の図を作成した．
T.Poston らは図の種類と図の詳しさを考慮
した 32 種類のあいまい図を作成した．村田
らはこれらの図を用いて内挿法によって 315
種類の図に拡張した．これらの図を用いて，
図の種類と図の詳しさが視覚認識に与える
影響をカスプ面解析によって明らかにして
いる．そしてカスプ面解析システムが Web 上
のプログラムに対して有効であることを明
らかにしている．その結果，以下の結論を得
ている．1）クライアントは URL を入力する
ことで，カスプ面解析が可能になった．2）

カスプ面解析プログラムはローカルディレ
クトリとデータベースサーバに保存するこ 

図 3 磁力式垂直搬送供給機 
 
とや，呼び出すことが可能となった．（ただ
し，73 以上のデータをローカルディレクトリ
から 365以上のデータは呼び出すことができ
ない．）．3） カスプ面解析プログラムの
データ伝送は，セキュウリティのため SSL に
よって暗号化されて，Web サーバと通信して
いる．4） 実験結果として，あいまい図の種
類と図の詳しさのレベルによって，視覚認識
にはカタストロフィ現象が発生している．不
連続現象をモデル化できるカスプ面解析シ
ステムが構築でき，サーバーアンドクライア
ントシステムで 
データに入力するとカスプ面モデルを求め
ることができる． 
(2) 中小企業をネットワーク化してアジャ
イル生産システムが構築された．製造業にお
ける製品の多様化が進むにつれて，製品情報
および受注管理や在庫管理などの必要性が
増大している．大手企業では情報通信技術
（ICT）を駆使した生産管理システムを導入
し，生産性を向上させることになっているが，
中小企業では種々な事情によって ICT化に進
んでない企業が存在している．顧客の要求水
準はますます高まっているので，顧客が満足
するような製品やサービスの提供が企業に
とっての課題である．ICT 化されてない組立
製造業では，顧客がオーダーメイド製品を受
注した場合，担当者がその製品について，部
品在庫数量，原価や納期などを確認し見積書
を短時間で作成するのが困難である．S 社の
製品一つである磁力式垂直搬送供給機の生
産において ICT 化されてない分野があり，従
来のコミュニケーションより迅速に対応で
きるシステムが必要である．本研究では, 東
大阪の中小企業間に存在している路地裏ネ
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ットワークを情報(Information)と通信
(Communication)に関する技術(ICT)を駆使
し，各中小企業にあるアジャイル生産にサー
バー＆クライアントシステムを採用し，生産
におけるアジリティ(Agility)を向上させる
ア ジ ャ イ ル 生 産 シ ス テ ム （ Agile 
Manufacturing System）を構築している． 路
地裏ネットワークは，近隣のものづくり仲間
（中小企業同士）の人的あるいは技術連携に
よるネットワークである．製品メーカーであ
る S社では製品開発のため，路地裏ネットワ
ークを組織している近隣の部品メーカーの
技術によって作製された部品を利用し，種々
製品が開発されている．本研究の活動成果製
品例として磁力式垂直搬送供給機をとりあ
げる．磁力式垂直搬送供給機が図 3に示され
ている．磁力式垂直搬送供給機のため，部品
数 40 点以上が必要となり，各部品メーカー9
社以上に発注し，組立を行っている．その内
の 5 社との企業間取引を取り上げる．5 社の
企業内容としては，①ステンレス板のレーザ
ー・曲げ・切断加工･アルミ板の切断・穴あ
け加工する部品メーカー，②鉄板，ステンレ
ス板切断・溶接・曲げ加工する部品メーカー，
③スライドスペーサー・PET カバー・チエン
レール製作する部品メーカー，④アルミ板の
切断・穴あけ加工する部品メーカーと⑤伝導
機器商社である．S 社の事業である製品情報
を管理するため，Microsoft Access による受
注管理データベースを作成した．図 4に示さ
れるように Microsoft Access による受注管
理データベースは受注管理データベースソ
フトによってデータベースを構築する．受注
管理システムのサブシステムは顧客管理，受
注管理，生産管理，在庫管理および工程管理
の 5システムからなる．それらのサブシステ
ムごとに，顧客別受注情報，見積書作成，部
品リスト，製図，単価，在庫数量や組立情報
などが検索できる． 
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図 4  Microsoft Access による受注

管理データベース 

 Microsoft Access による受注管理デ

ータベースから検索された製品データ

から各部品メーカー別の発注データを

取り出し，サーバー＆クライアントシス

テムに対応するデータベースに入力す

るため，postgreSQL による各社（部品メ

ーカー）のデータベースを作成する．各

社（部品メーカー）のクライアントから

発注情報を閲覧するため，図 5 に示され

るように製品データから各部品メーカ

ー別の発注データを Web サーバー上にあ

る postgreSQL による各社のデータベー

スに入力する．この作業は高齢者にも対

応できる． 
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図 5  postgreSQL による各社のデー

タベースの入力 

各部品メーカーへの発注方法として ICTによ

る発注とする．研究の成果は東大阪に存在す

る企業の路地裏ネットワークという技術連

携の特徴を生かして生産におけるアジリ 

ティ向上させる生産システムを構築してい

る．東大阪に根付いている異業種交流はある

企業の技術を他の企業の製品開発に利用す

るという発想と考えられる．各企業をすでに

存在している路地裏ネットワークを ICT化し

て企業統合して各企業の技術に付加価値を

つけ，アジャイル生産システムを構築してい

る． ICT のネットワークとしてはサーバー

アンドクライアントシステムを採用し，1つ

の企業として自律もできる企業とする．その

組織はアジャイル生産システムの条件を満

足させる．製品を磁気搬送装置とした場合の

アジャイル生産システムを構築する．その場

合，S社にサーバーを他の 5社をクライアン

ト用のコンピュータを設置してアジャイル

カンパニーを構成する．従来のシステムと提

案システムを比較検討する．図 6に示されて

いる。このシステムは高齢者に対応できる． 



   カスプ面解析と証拠優位則によるデー

タ解析をスタンドアロン(Stand alone)で行

ったが，一般公開に向け，クライアントとサ

ーバーシステムを導入し，Web アプリケーシ

ョンとして，①Web サーバー環境の構築，②

カスプ面解析と証拠優位則による解析ソフ

トを Web 版解析ソフトへの改良した． Web サ

ーバーが完成し，システムとしてイントラネ

ットワーク上で各クライアントから Webサー

バーにある解析ソフト（e.g.カスプ面解析）

をアクセスし，データ入力後実行し，サーバ

ーにあるデータ解析ソフトが解析を行い，結

果データや 3次元グラフなどをクライアント

側に提供が可能となった．Web アプリケーシ

ョンとして，解析したデータや結果などを保

存するために①PostgreSQL サーバーの構築，

②開発環境（Eclipse）整備などを行った．

その結果，各クライアントの Eclipse 開発環

境を用いた Web アプリケーションから

PostgreSQL サーバーにあるデータベースに

保存されたデータを閲覧できるようになっ

た．Web アプリケーションとして，今までク

ライアント側から入力したデータや Webサー

バーの解析ソフトが解析した結果を

PostgreSQL にあるデータベースに手動で入

力したが，一般公開に向け，解析したデータ

や情報などの履歴を残すため，完成したシス

テムと完成したシステムを統合し，各クライ

アント，Web サーバーと PostgreSQL にあるデ

ータベースを連携させるシステムの構築し

た．このシステム高齢者でも対応が可能であ

る。 
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